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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)連結経営成績に関する定性的情報 

当四半期連結累計期間の経常利益は、与信費用の増加などがあったものの、一方で資金利益が

微増となったことに加え、役務取引等利益の増加や営業経費の減少、株式等関係損益の改善など

により、前年同四半期連結累計期間比８億円増加の 162 億円（通期業績予想比進捗率 84.9％）と

なりました。また、四半期純利益は、８億円増加の 98億円（通期業績予想比進捗率 86.6％）とな

りました。 

(2)連結財政状態に関する定性的情報 

当四半期連結会計期間末の連結財政状態については、総資産４兆 5,726 億円、純資産 3,489 億

円となりました。また、主要勘定残高としては、預金３兆 6,174 億円（前連結会計年度末比 699

億円減少）、貸出金２兆 3,762 億円（同 702 億円増加）、有価証券１兆 7,027 億円（同 703 億円増

加）となりました。 

(3)連結業績予想に関する定性的情報 

平成 27 年３月期第３四半期までの業績は順調に推移しており、平成 26 年 11 月 13 日に公表し

た平成 27年３月期の通期の業績見通しに変更はありません。 

なお、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

    該当事項はありません。 
(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の処理） 

一部の連結子会社の税金費用は、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積

実効税率を乗じることにより算定しております。 

 (3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 （会計方針の変更） 

   「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下、「退職給付

会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25

号 平成 24年５月 17日。以下、「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35項本

文及び退職給付適用指針第 67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用

し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額

基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を平均残存勤務期間に対応する

単一年数の債券利回りを基礎として決定する方法から、退職給付の支払見込期間ごとに設定され

た複数の割引率（イールドカーブ）を使用する方法へ変更しております。 

   退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに  

従って、当第３四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変

更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が 3,241百万円増加し、利益

剰余金が 2,095 百万円減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の経常利益及び税金

等調整前四半期純利益はそれぞれ 126百万円増加しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

現金預け金 293,170 310,006

コールローン及び買入手形 150,934 66,252

買入金銭債権 8,149 8,540

商品有価証券 275 460

金銭の信託 5,008 7,125

有価証券 1,632,431 1,702,732

貸出金 2,306,006 2,376,295

外国為替 3,329 3,155

リース債権及びリース投資資産 26,235 24,976

その他資産 27,047 50,375

有形固定資産 40,895 40,048

無形固定資産 3,068 2,693

繰延税金資産 469 358

支払承諾見返 19,230 20,620

貸倒引当金 △37,436 △40,922

投資損失引当金 △78 △84

資産の部合計 4,478,739 4,572,633

負債の部

預金 3,687,357 3,617,407

譲渡性預金 20,500 -

コールマネー及び売渡手形 9,124 40,587

債券貸借取引受入担保金 140,321 184,481

借用金 185,738 294,063

外国為替 19 9

その他負債 75,118 39,557

賞与引当金 1,071 -

退職給付に係る負債 11,852 11,296

役員退職慰労引当金 87 99

睡眠預金払戻損失引当金 387 313

その他の偶発損失引当金 857 794

繰延税金負債 1,716 11,397

再評価に係る繰延税金負債 3,073 3,038

支払承諾 19,230 20,620

負債の部合計 4,156,457 4,223,669
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

純資産の部

資本金 20,705 20,705

資本剰余金 15,516 15,516

利益剰余金 230,087 236,164

自己株式 △756 △1,759

株主資本合計 265,552 270,626

その他有価証券評価差額金 40,417 60,811

繰延ヘッジ損益 △8 △0

土地再評価差額金 3,186 3,122

退職給付に係る調整累計額 △4,138 △3,592

その他の包括利益累計額合計 39,456 60,340

新株予約権 546 628

少数株主持分 16,726 17,368

純資産の部合計 322,281 348,964

負債及び純資産の部合計 4,478,739 4,572,633
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

経常収益 65,734 68,214

資金運用収益 45,462 45,791

（うち貸出金利息） 26,399 25,859

（うち有価証券利息配当金） 16,945 17,360

役務取引等収益 8,119 8,712

その他業務収益 11,692 12,014

その他経常収益 460 1,695

経常費用 50,371 51,985

資金調達費用 5,000 5,316

（うち預金利息） 3,702 3,742

役務取引等費用 2,405 2,518

その他業務費用 8,863 9,370

営業経費 30,911 30,411

その他経常費用 3,189 4,368

経常利益 15,363 16,228

特別利益 1 24

固定資産処分益 1 24

特別損失 154 298

固定資産処分損 24 5

減損損失 129 293

税金等調整前四半期純利益 15,210 15,954

法人税、住民税及び事業税 4,518 6,279

法人税等調整額 1,127 △638

法人税等合計 5,646 5,641

少数株主損益調整前四半期純利益 9,564 10,313

少数株主利益 556 437

四半期純利益 9,007 9,876
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 9,564 10,313

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,120 20,608

繰延ヘッジ損益 4 8

退職給付に係る調整額 - 545

その他の包括利益合計 △7,115 21,161

四半期包括利益 2,448 31,475

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,776 30,824

少数株主に係る四半期包括利益 672 651
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(3)継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 
(4)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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４．四半期決算補足説明資料 
(1)利益の状況（連結） 

 

 

  (単位：百万円)  (単位：百万円) 

 

前第３四半期 

連結累計期間 

(自平成25年４月１日 

 至平成25年12月31日) 

当第３四半期 

連結累計期間 

(自平成26年４月１日 

 至平成26年12月31日) 

増 減  

(参 考) 

通期予想計数 

(自平成26年４月１日 

 至平成27年３月31日) 

経常収益 65,734 68,214 2,480  87,700 

経常利益 15,363 16,228 865  19,100 

四半期（当期）純利益 9,007 9,876 869  11,400 

  (注）「(参考)通期予想計数(自平成26年４月１日 至平成27年３月31日)」は、平成26年11月13日に公表したものであります。 
 
(2)利益の状況（単体） 

 

 
 
 
 
 
 
    (単位：百万円)  (単位：百万円) 

   
前第３四半期累計期間 

(自平成25年４月１日 

 至平成25年12月31日) 

当第３四半期累計期間 

(自平成26年４月１日 

 至平成26年12月31日) 

増 減  

(参 考) 

通期予想計数 

(自平成26年４月１日 

 至平成27年３月31日) 

経常収益 54,959 57,462 2,503  73,700 

業務粗利益 46,321 46,645 324   

 うち資金利益 40,701 40,653 △48   

 うち役務取引等利益 4,416 4,933 517   

 うちその他業務利益 1,203 1,058 △145   

 (うち債券関係損益) (770) (818) (48)   

経費 29,067 28,205 △862   

一般貸倒引当金繰入額   (Ａ) 600 3,631 3,031   

業務純益 16,653 14,808 △1,845  19,400 

 実質業務純益(一般貸倒引当金繰入前) 17,253 18,440 1,187 

  コア業務純益(除く債券関係損益) 16,483 17,621 1,138  21,500 

臨時損益 △2,511 52 2,563   

 うち不良債権処理額   (Ｂ) 2,166 743 △1,423   

  うち個別貸倒引当金繰入額 2,033 626 △1,407   

うち貸倒引当金戻入益  (Ｃ) ― ― ―   

うち株式等関係損益 62 1,103 1,041 

経常利益 14,125 14,843 718  17,600 

特別損益 △151 △273 △122   

税引前四半期純利益 13,973 14,569 596   

法人税等  (注)２． 5,185 5,080 △105   

四半期(当期)純利益 8,787 9,489 702  11,100 
     

《参考》与信費用（Ａ）+（Ｂ）-（Ｃ） 2,766 4,374 1,608  

(注）１．「(参考)通期予想計数(自平成26年４月１日 至平成27年３月31日)」は、平成26年11月13日に公表したものであります。 
２．法人税等＝法人税、住民税及び事業税＋法人税等調整額 

当第３四半期連結累計期間の連結ベースの経常利益並びに四半期純利益の状況は、２ページ「１．当四半期決算に関する定

性的情報(1)連結経営成績に関する定性的情報」に記載のとおりであります。 

当第３四半期累計期間の当行単体の経常利益は、前年同四半期累計期間比７億円増加の148億円となりました。これは、資金

利益やその他業務利益が減少したことに加え、与信費用の増加などがあったものの、一方で役務取引等利益の増加や経費の

減少、株式等関係損益の改善があったことなどによるものです。また、四半期純利益は、前年同四半期累計期間比７億円増

加の94億円となりました。なお、平成26年11月13日に公表した平成27年３月期の通期業績予想に変更はありません。 
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(3)預金・貸出金・有価証券の状況（単体） 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

 

  
     (単位：百万円)  (参考) (単位：百万円) 

   平成25年12月末 平成26年12月末 増 減  平成26年９月末 

預 金 3,600,238 3,630,366 30,128  3,694,121 

 うち個人預金 2,444,132 2,497,528 53,396  2,442,762 

貸出金 2,285,331 2,392,053 106,722  2,353,898 

 うち消費者ローン 491,450 515,064 23,614  507,581 

  住宅ローン 425,558 443,121 17,563  438,294 

  その他ローン 65,892 71,942 6,050  69,286 

有価証券 1,634,127 1,699,982 65,855  1,655,774 

 

 (ご参考）預り資産残高   (単位：百万円)  (参考) (単位：百万円) 

   平成25年12月末 平成26年12月末 増 減  平成26年９月末 

預り資産残高 294,648 291,409 △3,239  288,003 

 公共債 74,930 51,262 △23,668  55,985 

 投資信託 77,176 91,903 14,727  86,394 

 年金保険 142,541 148,243 5,702  145,623 

（注）年金保険は、一時払個人年金保険の販売累計額を記載しております。 
 
(4)リスク管理債権（単体） 

 

 

     (単位：百万円)  (参考) (単位：百万円) 

   平成25年12月末 平成26年12月末 増 減  平成26年９月末 

破綻先債権額 5,984 3,547 △2,437  4,022 

延滞債権額 63,281 55,418 △7,863  56,430 

３カ月以上延滞債権額 － 239 239  0 

貸出条件緩和債権額 14,559 14,960 401  14,982 

リスク管理債権額(合計) 83,825 74,165 △9,660  75,436 

 貸出金に占める割合(％) 3.66 3.10 △0.56  3.20 

（注）当行は、部分直接償却を実施しておりません。 
 
(5)金融再生法開示債権（単体） 

 

 

     (単位：百万円)  (参考) (単位：百万円) 

   平成25年12月末 平成26年12月末 増 減  平成26年９月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 27,046 20,064 △6,982  20,345 

危険債権 43,783 40,037 △3,746  41,281 

要管理債権 14,559 15,199 640  14,983 

金融再生法開示基準の不良債権額(小計) 85,389 75,301 △10,088  76,610 

 総与信に占める割合(％) 3.65 3.08 △0.57  3.18 

正常債権 2,249,030 2,368,782 119,752  2,328,565 

総与信(合計) 2,334,419 2,444,083 109,664  2,405,175 

（注）当行は、部分直接償却を実施しておりません。 

平成26年12月末の預金は個人預金及び法人預金の増加などから、全体では前年同四半期末比301億円増加し、３兆6,303億円
となりました。貸出金は個人向け・法人向けともに増加したことから、全体では1,067億円増加し、２兆3,920億円となりま
した。また、有価証券は安全性・流動性を重視した投資に努めた結果、658億円増加の１兆6,999億円となりました。 

平成26年12月末のリスク管理債権残高は、前年同四半期末比96億円減少の741億円となり、貸出金に占める割合も0.56ポイン

ト低下し、3.10％となりました。 

平成26年12月末の金融再生法開示基準による不良債権残高は、前年同四半期末比100億円減少の753億円となり、総与信に占

める割合も0.57ポイント低下し、3.08％となりました。 
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(6)有価証券の評価差額（連結） 

 

 

         (単位：億円)  (参考)  (単位：億円) 

   平成25年12月末 平成26年12月末  平成26年９月末 

   
時 価 

評価差額 
時 価 

評価差額  
時 価 

評価差額 

    うち益 うち損  うち益 うち損   うち益 うち損 

その他有価証券 16,031 584 632 48 16,656 944 949 4  16,213 722 745 23 

 株式 451 149 156 6 536 202 205 2  489 155 165 9 

 債券 13,563 434 439 5 13,288 602 602 0  13,150 501 501 0 

  国債 9,756 350 354 3 9,337 488 488 －  9,201 402 402 0 

  地方債 2,194 54 54 0 2,257 65 66 0  2,278 60 60 0 

  短期社債 － － － － － － － －  － － － － 

  社債 1,613 29 30 1 1,693 47 47 0  1,670 38 38 0 

 その他 2,016 0 36 36 2,831 139 140 1  2,573 64 79 14 

 

         (単位：億円)  (参考)  (単位：億円) 

   平成25年12月末 平成26年12月末  平成26年９月末 

   帳 簿 含み損益 帳 簿 含み損益  帳 簿 含み損益 

   価 額  うち益 うち損 価 額  うち益 うち損  価 額  うち益 うち損 

満期保有目的

の債券 
257 △0 0 1 270 △0 0 0  276 △0 0 0 

 

(7)自己資本比率（国内基準） 

  自己資本比率（国内基準）については、現在集計作業中であり、計数が確定次第、別途お知らせいたします。 

平成26年12月末のその他有価証券の評価差額は、前年同四半期末に比べ、株式、債券ともに増加したことなどから、前年同

四半期末比360億円増加の944億円となりました。 
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